
無線協力（通称：突撃）の場合

『予約の有無』・『実車メーター作動時間』など、バン
ケットの現地係員の指示に従って、メーター操作を
行ってください。

スマ配（バンケット無線）の場合

スマ配指示の通りにメーター操作を行ってください。
通常通り、到着予定時間から5分後に実車メーター
を入れてください。

『台数口差額納金』の書き方

１．バンケットチケットは四社扱いです。
２．日報番号→迎車待機の日報番号
３．日報金額→上記の金額
４．チケット金額→チケット記載配車料

　通常5,360円

５．　４番－３番の金額

障割押し間違えの下空欄に「バンケット台
数口」と記入し、金額を「納金金額計」を記
入します。

ETC＋アプリ手数料＋障割押し間違え＋バ
ンケット台数口を合計したものが納金機の
ETC差分として表示される金額と合致して
いればOKです。

１．現地係員の指示に従って、メーター操作を行うこと。
２．配布される番号札の裏面の注意事項をよく読むこと。

（会場によって条件が変わります）

３．帰庫後、宿直さんに差額納金用紙をもらい記入する。

配車料5,360円が無い通常バンケットは予定時刻
から5分後に、必ず実車メーターを入れること。

実車メーターを入れた場合
自分の順番が来た時に【支払】【合計】ボタン押下、
タブレットの『現金決済』を押下、印字された領収
書は保管。もし、できなかったら、プリンタの発行
ボタンを押してレシート印字。

その後【空車】に戻して、お客様ご乗車後、再度
【実車】で進行。

通常チケット同様に領収書とチケット、差
額納金票をゼムクリップ留、複数ある場
合は重ねて一つにまとめてください。


